
                    　次の記述ア～エのうちには，「人権教育の指導方法等の在り方について［第
三次とりまとめ］（平成 ２０ 年３月）」の内容として妥当なものが二つある。それらはど
れか。
ア．人権教育の目的を達成するためには，人権に関する知的理解と人権感覚を基盤とし

て，自分と他者との人権擁護を実践しようとする意識，意欲や態度を向上させるこ
と，そしてその意欲や態度を実際の行為に結びつける実践力や行動力を育成するこ
とが求められる。

イ．人権教育の知識的側面の学習は，社会科と特別の教科道徳の二つの教科において行
うこととし，特に，協同的・協力的な学習形態よりも個別的・個人的な学習形態を
多く取り入れていくことが望まれる。

ウ．人権感覚を育成するには，①共感的に理解する力，②コミュニケーション能力，③
自他の人間関係を調整する能力などについて取り上げて，それぞれの育成に取り組
むことが重要である。

エ．人権教育は，義務教育段階までの学習指導で完了することが求められており，高等
学校段階以降はそれまでの学習を踏まえて，各自で人権意識を高めていくことが期
待されている。

１．ア，イ
２．ア，ウ
３．イ，ウ
４．イ，エ
５．ウ，エ

教育学

（正答　２）



                      　教育を受ける権利に関する次の記述のうち妥当なのはどれか。ただし，争い
がある場合は判例による。
１．子どもの教育内容の決定については親，私立学校，教師，国が関わり，教師の教

授の自由が一定範囲において肯定されると同時に，国にも必要かつ相当な範囲に
おいて教育内容決定権が認められる。

２．学習指導要領は，教育のあるべき姿を示すものとして綱領的・助言的性格をもつ
ものと位置付けられる。したがって，教師はこれに従わなくとも，懲戒処分等の
法的制裁を科されることはない。

３．教科書検定は表現物の行政権による事前チェックであり検閲に当たるとされるが，
教育を受ける権利を全国的に一定の水準で実現する必要があるため，公共の福祉
の見地により許容される。

４．憲法は義務教育を定めているので，子どもは教育を受ける義務を負う。これは，
子どもの自律権を一定程度制約するが，人としての人格的成長のためにやむを得
ない制約とされる。

５．義務教育の無償が憲法上定められている。これは，教育の対価である授業料，及
び教育において必須の位置付けを受ける教科書について無償とすべきことの要請
である。

（正答　１）

憲法



                      　次の利得行列で表される戦略型ゲームの純戦略ナッシュ均衡点のみを全て挙
げているのはどれか。なお，枠内の数値のうち，左側の数値はプレイヤーＡの利得，右
側の数値はプレイヤーＢの利得を示す。

１．（戦略１，戦略Ⅰ）
２．（戦略１，戦略Ⅰ），（戦略３，戦略Ⅱ）
３．（戦略２，戦略Ⅱ），（戦略３，戦略Ⅰ）
４．（戦略２，戦略Ⅲ），（戦略３，戦略Ⅱ）
５．（戦略１，戦略Ⅰ），（戦略２，戦略Ⅱ），（戦略３，戦略Ⅱ）

プレイヤーＢ
戦略Ⅲ戦略Ⅱ戦略Ⅰ
２，６４，３９，７戦略１

プレイヤーＡ ８，３３，８３，４戦略２
７，２５，４７，３戦略３

（正答　２）

経済原論


